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令和 8 年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　計画段階　）

A　基礎学力の充実。授業改善の方策
としてICT活用の推進。
F　個別課題への気づきを促す取組の
推進

授業時間の確保により、先生方に振り返りを行うゆとりある授業計画につなげる。

授業アンケートを分析し、結果を周知することにより、振り返りの時間の状況を確認し、授業
での振り返りの時間の確保につなげる。

基礎力診断テストの機会を利用して「学びなおし」を計画的に実施し、生徒の実態に応じた
指導を行う。

C　多面的な評価の推進による自己肯
定感の高揚

二者面談により、生徒の現状を把握し、基本的生活習慣の問題点についてその改善を促
す。

校務支援システムの出席簿への入力を毎月月末締めとし、結果を生徒に還元することで欠
席・遅刻を抑制する。

考査終了後の成績処理で成績伝票を出力し、確認・提出することにより、欠課時数の把握と
指導につなげる。

J　広報活動の充実

中学生体験入学の企画を作成し中学校へ周知を図る。本校の良さを伝える内容を企画し、
申込数350名超を目指す。

中学校や塾を対象とした進路相談会や学校説明会において、効果的な広報活動を展開す
る。

教育支援部
（教務課）

教育支援部
（企画・広報課）

式典、各学校行事、表彰式の要項の作成、企画をし、円滑な学校運営を支える。

生徒育成部
（生徒指導課）

生徒育成部アンケート（12月実施予定）
C　多面的な評価の推進による自己肯
定感の高揚

生徒会を中心に、生徒主導の学校行事を目指し、満足度を高める。

体験的な活動を充実させ、非認知能力を育成する。

委員会活動や部活動の充実に努め、様々な場面でリーダーシップを発揮できる生徒の育成
を目指す。

授業アンケート
C　多面的な評価の推進による自己肯
定感の高揚

校務用や生徒用ネットワークの整理を適切に行い、校務や授業に効率的に活用できるよう
にする。

貸し出し用の授業用PC、タブレット、プロジェクター、スクリーン等の管理を行い、活用しやす
い環境整備とサポ ート体制を充実させる。

福岡県立 太宰府 高等学校

１ 成果
(１)分かりやすい授業の実現により生徒
に自らの学力を実感させることができ
た。
（2）定期的な登下校指導や風紀指導等
によりルールやマナーの必要性を生徒
に理解させ、生徒の自らを律する意識
の向上を図ることができた。
(3)インスタグラムに適宜情報を更新し
本校の魅力を発信することができた。

２ 課題
(1)授業改善を図り生徒一人ひとりの主
体的な学びを促し、着実な学力向上と
第一志望の進路実現を目指す。
(2)校則遵守やマナー向上に対し、生徒
が「自分たちの問題」として捉え改善に
取り組む姿勢を育てる。
(3)本校の特色の情報発信を工夫し、中
学生や保護者への認知度向上と志願
者数増加を図る。

生徒一人ひとりが、自分で考え、自己実現に向けて安心して学ぶことの出来る学校環境を整える。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

G　周囲の人々を大切にする雰囲気の醸成
H　人権教育の充実

⑧全ての生徒への目配りと、日常の丁寧な言葉遣いに留意する。
⑨社会状況に合った人権教育を実施する。

A　基礎学力の充実。授業改善の方策としてICT活用の推
進。
B　生徒個々の進路志望実現に向けた学力の育成

①授業改善を推進し、「分かる授業」の実施に努める。
②生徒個々の学力に応じた個別指導を充実させる。

C　多面的な評価の推進による自己肯定感の高揚
D　進路志望に応じた学びの場の設定

③生徒個々の学習実態を反映した観点別評価を実施する。
④講座等を開設し、学力向上や資格取得への生徒の意欲を向上させる。

E　ルールやマナーの理解を深める取組の充実
F　個別課題への気づきを促す取組の推進

⑥教師が率先垂範を心がけるとともに、生徒指導に係るホームルーム活動の充
実に努める。
⑦個人面談と保護者連絡を計画的に実施する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

I　地域との連携の推進
J　広報活動の充実

年度重点目標 具体的目標

広報行事において参加人数、参加状況
を記録
参加者アンケート

学校ホームページやSNS（Instagram）の行事ごとの更新と記事内容の工夫を行う。

出欠統計
欠課時数報告書数

⑪小中学校や地域が実施する行事等に積極的に協力する。
⑫生徒の学びの様子が伝わるよう工夫する。

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

　地域の中で自らの夢を見つけ、育み、叶える力を持った人材を育成する学校
　総合的な探究の時間や行事をはじめとした特別活動を中心に、地域と一体となった教育活動を通して、自らの夢を見つけ、一人一人の違いを認め
て輝ける人材を育成します。

・学業や特別活動、運動競技・文化活動等の多様な分野においてまじめに努力している人
・高校生活全般に積極的かつ意欲的に取り組む人

・「学び直し」や「振り返り」を通しての基礎学力の定着
・自己肯定感・自己有用感涵養のための観点別評価の推進や学校行事を通じた非認知能力の育成
・進路決定を含む自己実現を目指しての課題解決型学習や上級学校と連携しての体験授業の実施

・目標達成に向けて粘り強く取り組み続ける力
・奉仕の精神を持って他と協調できる人間力
・生活面を中心とした自己指導能力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

授業アンケート
基礎学力診断テスト

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策
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G　周囲の人々を大切にする雰囲気の
醸成

県教育センター専門研修等の校外研修受講を推進し、初任研等の基本研修の計画･実施の
充実を図る。

本校の実態に即した内容で研修プログラムを構築し実践する。

職員研修等を通して、生徒対応のスキルおよび人権意識を向上させ、コミュニケーションの
充実につなげる。

授業アンケート等

授業アンケート等

進路希望調査、授業アンケート等生徒面談をもとに進路希望に応じた学力の向上に努める。

多様な進路希望に対応した個別指導の徹底を図る。

各教科において言語活動の充実を図る。

面談等を通じて家庭環境等生徒の実態を把握し、組織的に対応する。

授業アンケート等授業規律の確立のため教員が連携し、落ち着いた環境を整える。

職員研修アンケート（年内中に実施予
定）

生徒が学習に集中できる環境を整える。

授業アンケート等授業改善に努める。

個に応じた指導を充実させる。

研修部
（研修課）

A　基礎学力の充実。授業改善の方策
としてICT活用の推進。

授業アンケートを分析し、結果を周知することにより、振り返りの時間の状況を確認し、授業
での振り返りの時間の確保につなげる。

研究授業を計画的に実施し、授業研究の機会を確保し、職員全体の指導力の向上を図る。

E　ルールやマナーの理解を深める取
組の充実

A　基礎学力の充実。授業改善の方策
としてICT活用の推進。

B　生徒個々の進路志望実現に向けた
学力の育成

B　生徒個々の進路志望実現に向けた
学力の育成

C　多面的な評価の推進による自己肯
定感の高揚

第１学年

第２学年

第３学年

適材適所に生徒が活躍する場を提供し、鍛えて褒めて伸ばす。

普段からクラス関係なく、教員が連携し、指導に当たる。

個別、一斉指導それぞれの良さを生かし、効果的な指導を模索する。

生徒の些細な変化に気付けるよう積極的に面談をおこなう。

生徒の実情を把握し、授業改善を日常的に行う。

生徒・保護者との面談を充実させ早期対応を心掛ける。

授業規律の確立の為に教員が連携して行い、落ち着いた環境を作る。

生徒育成部
（保健課）

進路支援部
（進路支援課）

（ｷｬﾘｱ･総探課）

B　生徒個々の進路志望実現に向けた
学力の育成
D　進路志望に応じた学びの場の設定

各種ガイダンス、大学見学会や外部模試等を実施することで、勤労観・職業観を育成し、必
要な進路選択ができるようにする。

生徒育成部
（生徒指導課）

学年・関係教科と連携し、本校生徒の進路実現のための模試・検定を実施する。

授業アンケート等

各種募集案内を精査し、職員・生徒に案内することで学びの活性化を促す。

総探満足度調査I　地域との連携の推進

地域企業・大学・市役所等と連携を図り、探究活動の充実を図る。

探究活動で培った技能を総合型入試や面接試験につなげる。

進路支援満足度調査

SC,訪問相談利用者数の統計
G　周囲の人々を大切にする雰囲気の
醸成

生徒情報共有を１学期に行い、生徒理解を深めるための職員研修を適宜行う。

心の健康に留意を要する生徒について、スクールカウンセラーや訪問相談員等と連携を取
り、早期に把握し、適切な対応を図る。

熱中症予防講演会、防災避難訓練を行通して安全教育を行う。

C　多面的な評価の推進による自己肯
定感の高揚

定期健康診断を確実に行い、その事後措置を適切に行う。

熱中症や各種感染症等の予防啓発に向けて、保健だよりの作成と掲示物の有効活用を図
り、生徒の健康や基本的生活習慣への意識啓発を図る。

美化強化週間を設定して、清掃指導を組織的に行い、校内の環境整備に努める。

生徒育成部アンケート（12月実施予定）
E　ルールやマナーの理解を深める取
組の充実

ルールやマナーの理解を深める取り組みを充実させ、規範意識の向上を図る。

積極的生徒指導の視点から、生徒との対話を充実させる。

外部講師を招聘する「規範意識育成学習」を充実させ、交通マナーやＳＮＳへの正しい理解
を深める。

・「芸術科卒業生アンケート」を実施（１２
月）

全国規模の公募展やコンクール、地域連携への積極的参加を図る。

芸術科行事や進路学習を通して、3年間を見通した指導を実践する。

IJ本校芸術科教育の広報活動を工
夫、改善し、美術・書道への興味・関心
を持った生徒の獲得に努める。

AB芸術科教育の充実と進化に努め
る。

芸術科

広報活動、実技講習会を充実させ、受検者数の安定をめざす。 ・芸術科行事において参加人数、参加
状況を記録
・「芸術科新入生アンケート」を実施（４
月）

芸術科広報行事の充実を図る。

芸術科広報媒体の充実を図る。

授業改善による芸術科教育の拡充。

挨拶や礼儀正しい振る舞いができるよう指導する。

卒業生アンケート等ルールやマナーの意義を理解させる。

自他を尊重できる人になるよう、自己肯定感の涵養を目指す。

E　ルールやマナーの理解を深める取
組の充実

生徒育成部アンケート（12月実施予定）
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